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研究成果の概要（和文）：博物館の展示は、基盤となる学問領域の研究成果をもとに構築されるが、その他にも
展示する標本資料の収集や選定、解説の作成と配置、演示やサービスなどの付加要素によっても、違った質や性
格や印象をもつ。
この研究は、日本、韓国、米国で韓国・朝鮮文化に関する常設展示をもつ博物館を主な事例とし、それらの付加
要素が、一般に想定されてきたように、研究者やソースコミュニティ（この場合は韓国社会）の意図のみによっ
て構築されるのではないことを明らかにした。展示の内容は、研究者以外の様々な関係者たち（博物館の正規／
非正規事務職員、外部委託従事者など）の裁量的なはたらきかけにも、無視できないほど左右されることがわか
った。

研究成果の概要（英文）：Exhibitions of museums are characterized not only by the academic research 
that they are based on, but also such additional factors as collections and selections of the 
materials, documentations and layouts of the explanations, and displays and services. 
This study examined the permanent exhibitions of Korean cultures in museums in Japan, South Korea 
and the United States, to reveal that those additional factors limitedly reflects researchers and 
source communities --- Korean people and their society in this case --- that the literature argued. 
The most obvious conclusion goes to that the actions and discretions by the other people such as the
 regular / part-time workers at the museums, outsourced employees concerned are important factors to
 be reckoned with the exhibitions.

研究分野： 社会文化人類学、北東アジア研究、博物館学

キーワード： 社会文化人類学　韓国・朝鮮研究　博物館展示学　博物館経営学　組織行動

  ３版



様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	

１．研究開始当初の背景 
 
	 韓国文化の需要と供給が各地で高まって
いる。世界の民族学博物館が置かれた現況
は、それを如実に物語っている。社会的関
心の高まりを受け、韓国展示の需要が各地
で急増している。かつ、この分野の展示の
最先端は、20世紀には日韓の研究者が先導
してきたが、近年では第三国でも優れた人
材が増えた。こうした状況のなか、第三国
の民族学博物館でも韓国展示の新規導入な
いし規模拡大がはじまろうとしていた。ま
た、この分野の先導役を務めてきた日韓の
博物館でも、大規模な新構築が計画されて
いた。ただ、各博物館の作業チームは、相
互に没交渉の状態にあった。 
	 偶然にも、この韓国展示の世界的新構築
作業は、知識人類学と博物館展示学の基礎
が成熟した直後に起きた。これらは、文化
展示の哲学的諸問題の整理を前提とし、博
物館が研究者から大衆への権威的知識の押
し付け装置だったという批判を教訓に、成
功例と失敗例の網羅のあとに進められ、既
存の博物館展示の課題を超克しようという
新しい流れだと期待された。この点で、博
物館学の視座から着目する価値も高かった。 
	 研究開始までに受託者は、綿密な現地調
査と史料解釈にもとづく知識人類学的研究
により、韓国・朝鮮文化の脱構築を先導し
てきた。特に３つの科研費により、研究者
や有識者の権威的知識が、韓国の社会文化
を再帰的に規定していることを、可視化す
ることに成功してきた。若手研究(特別研究
員奨励費)(平成 16～17 年度)では、韓国の
現代政治史に関する創られた物語が、韓国
人の認識や行為を規定する様相を検証した。
若手研究(スタートアップ)(平成 20～22 年
度)と若手研究(Ｂ)(平成 22～24 年度)では、
韓国・朝鮮の「真正な文化」の体現者とさ
れる「両班」の範疇やイメージが、近代と
植民地期に創られたものであることを立証
した。かつ、この植民地主義的近代を先導
したのが、先行研究の述べるエージェント
ではなく、むしろそれより下位に存在した
複合的エージェント(実業家や物書きなど)
であったことを論証した。これらは韓国・
朝鮮の事例を越え、知識人類学や政治人類
学の通文化的理論にも敷衍できるものだっ
た。結果、当該分野を先導する研究者とし
て国内外の共同研究や招聘講演に招かれ、
若手研究者としては例外的に、国内外で韓
国・朝鮮研究を統括する役割を担うように
なりつつあった。 
	 同時に受託者は、国内最大の民族学博物
館で展示活動を展開し、韓国や米国でも博
物館展示に寄与していた。展示物に関わる
物質文化研究にも着手していた。 
以上を同時進行させたことで、博物館展示
とそれによる権威的知識の生成について、
新しい視座を得ていた。それは、展示とそ

の権威的知識を創る主体が、研究者だけで
ないということである。研究者と、標本整
理者やデザイナーなどの技能者、そして参
与する一般職員による三者関係が、展示に
結実するという視座である。 
 
２．研究の目的 
 
	 本研究の文化人類学的な目的は、博物館
における研究者、技能者、一般職の三者関
係を注視し、権威的知識の生成過程と、現
代の博物館展示が向かう方向を明らかにす
ることにあった。これにともない、韓国・
朝鮮の民族文化の権威的知識が生成される
メカニズムをさらに深く解明することも期
待できた。 
	 本研究には博物館展示学に寄与する目的
もあった。それは、博物館展示の先進的な
事例の国際比較および総合的検討をおこう
ことであり、わが国の学界がもってきた韓
国・朝鮮研究の国際的イニシアティブを、
維持・発展させる目的もあった。 
 
３．研究の方法 
 
	 主たる研究事例として、アメリカ自然史
博物館(米国)、国立民俗博物館(韓国)、国立
民族学博物館(日本)の韓国展示の改装作業
チームに対して、人類学的なインタビュー
法と参与観察法による調査をおこない、結
果を三点比較法で分析した。これら３館の
改装準備の関係者のあいだで、知識と展示
が創られていく作業を参与観察により記録
した。また、それぞれの研究者、標本整理
者などの技能者、一般職員という、異なる
文化背景、異なる立場の作業従事者に、個
別のインタビュー調査をおこなった。 
	 本研究では、以上から得た各博物館の民
族誌データを分析するにあたり、２つの先
行理論を参照し、検証することを１つの足
掛かりとした。第１は、研究者や有識者の
言動は、既存の「真正な文化」の透明性を
保証する「お墨付き」に過ぎず、新しい発
見を求められるようなものではないという
学説、「オーデット・カルチャー」で、第２
は、専門職員と一般職員が協働する現場で
は、葛藤するはずの相互の知識体系が、実
は相互無視によって調和するという社会学
的な新説、「モラル・グレー・ゾーン」だ。 
	 また、これら３館の事例研究を補完する
ため、イェール大学図書館のアーカイブ部
門(米国)、東亜大学博物館(韓国)、国立博物
館(デンマーク)、国立民族学博物館(オラン
ダ)でもインタビュー調査を行った。 
 
４．研究成果 
 
	 包括すれば、いかに博物館展示が構築さ
れるかがその博物館の組織行動に依存して
いる度合いが予想以上に高いことが明らか



となった。つまり、博物館を研究対象とす
るうえで着目すべきファクターが、研究開
始当初の想定以上に多く見つかった。 
	 研究者と技能者と一般職員による三者関
係というものは、たしかに博物館展示の内
容へ影響する。が、そこでいう三者関係と
は、研究開始当初に想定していた三者間の
有機的協働のあり方だけに留まらない。な
かでも、各個人の職業倫理ないし労働意欲
の度合いと内実は、特に三者が何を誰にど
うどれくらい伝えようとするかという点に
直結し、博物館展示の構築結果とその過程
を左右していることがわかった。たとえば、
博物館は、制作側のデザイン業績や、来館
者の嗜好性を満たすという技能者に高くみ
られる目標を、無制限に害することは出来
ない。また、一般職員の雇用体系やその他
の業務を侵害することも出来ない。よって、
国や地域により異なる技能者の位相と評価
のシステムや、一般職員の雇用制度および
博物館で働くということに対する自意識お
よび社会的地位などに、博物館展示の内容
が左右される場合が多く比較観察できた。
この一例で明らかなように、研究者が展示
準備を統括する場合でも、知識人類学や博
物館展示学の見識を十分に発揮できるわけ
ではない。逆に、それを発揮することが知
識の権威的独占や欺瞞として人類学的に批
判できるほどとなる場合もあり、博物館展
示の質を低めることとなった事例すら確認
できた。このように、「オーデット・カルチ
ャー」の学説は不十分な点が多い。 
	 付随して、博物館展示が物質的な側面か
らも再検討されるべき必要性も明らかとな
ってきた。展示品や収蔵品の物質的な側面、
予算規模やその使用規定といった経済的な
側面、展示場や収蔵庫などの建物の建築的
な側面、韓国・朝鮮研究についての展示に
顕著な国際情勢や歴史認識という政治的な
側面、同じく海外移民した者たち（韓国の
人口の少なくとも 10％以上）や海外長期在
留者たちの文化をどうあつかうかという地
理的な側面はもちろんであるが、それだけ
ではない。時には、研究空間の構成から作
業場の照度にいたるまで、博物館にかかわ
る人びとのはたらきを規定する物質的な要
素が、展示構築にたずさわる人びとの職業
倫理や労働意欲を介し、展示にどれほど向
き合うか、どのような有機的協働をとげる
かにも影響が強いことが観察された。これ
は当事者から聴き取った情報にも高い頻度
であらわれるが、そうした認識論的な領域
に留まらない存在論的な要素を強く含んだ
問題である。よって、認識論的に構築され
た「モラル・グレー・ゾーン」についても、
（現状でも多少で存在論的なアクター・ネ
ットワーク理論を一部で組み込んでいる
が）さらなる補完を求められるといえた。 
	 以上のとおり、博物館展示に反映される
構築過程の有機的協働の内実を解明するう

えでは、むしろ経営学で戦略や制度やリー
ダーシップとともに論じられてきた組織行
動という概念を、いかに取り込んでいくか
が重要であると結論づけること出来た。 
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